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学校法人 就実学園・理事長

千葉 喬三
大学全体でつくる
学生を育てるしくみ

世界に通用する
経営のプロを育成

ちば・きょうぞう　1939年生まれ。兵庫県出身。1969年京都大学大学院農学研究科博士課程単位修得退学。高知大
学農学部助手、岡山大学農学部助教授、農学部長、理事・副学長、学長を経て、2011年6月から現職。就実大学特任教
授、追手門学院理事、ベトナム国立フエ大学名誉教授などを兼任。主な著書に『岡山の樹木』（山陽新聞社出版）。博士
（農学）。
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幼・保から大学院までの
一貫教育体制へ
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長田　理事長に就任されて以来、就実
大学・短大における教員の業績評価の
導入をはじめ、次々と改革を具体化し
ておられます。どのような思いが推進
力となっているのでしょうか。
千葉理事長（以下千葉）　日本で教員の
業績評価を導入している大学はまだわ
ずかですが、世界では当たり前に行わ
れています。これは、PDCAサイク
ルにおけるC、つまりチェックにあた
ります。プランを立て、実行すれば、
その評価をせずに次のアクションを起
こすことはできません。教員の業績評
価は、教育の質を向上させ続けるため
に、なくてはならないものです。
　各教員の1年間の教育業績、研究業
績、管理運営の実績、社会貢献活動、
外部資金の獲得状況などに基づいて評
価をしています。そして、賞与などの
処遇に反映しています。
長田　教員の処遇にまで踏み込んだ業
績評価の実施には、反発や抵抗もあっ
たのではないでしょうか。
千葉　理事長に就任して各方面から聞
いた就実大学・短大の評価は、残念な
がら予想していたほどではありません
でした。その責任を教員一人ひとりが
真摯に受け止め、学生のために本気で
取り組む必要があると訴えました。
　業績評価の導入は、改革の入り口に
過ぎません。海外の先進的な大学に
は、大学全体で優秀な人材を育成する
しくみがあります。本学も海外に負け
ない、そのようなしくみを構築したい
と考えています。
長田　具体的にどのようなしくみにな
るのかお聞かせください。

千葉　教育業績の評価は、現在は学生
による授業評価にとどまっています
が、教員の教育活動全般を評価できる
システムを2014年度から導入する予
定です。教育活動は、講義室で行う授
業だけではありません。クラブ活動の
面倒を見たり、就職の相談に乗った
り、大学にはさまざまな教育の機会が
あります。学生の活動を記録して管理
するポートフォリオに、教員のそうし
た活動も記録するしくみをつくり、人
材育成における貢献度を多面的に評価
する方針です。
　授業のやり方も見直します。高校ま
での授業は知識の修得が基本ですが、
大学の授業では、知識を土台にして自
分で問題を見つけ、考える力を身に付
けることが重要です。教員自身が研究
を通して課題の発見と解決に創造的に
取り組んできた経験をふまえ、学生に
考えさせる演習方式の授業を行うこと
が必要です。大学の教員に教育と研究
の両方が求められる理由が、ここにあ
ります。個々の教員の努力だけに任せ
るのではなく、全学で教育体系を構築
して実施していきます。
　もう１つ考えていることがありま
す。それは、教員の教育と研究、学生
の成長に関する情報などを集めて分析
し、大学全体の戦略を考え、実行に移
していく。そんな役割を果たす“管理
教官”がいる組織づくりです。

長田　2014年度に開設予定の経営学
部の構想にも、大きく関わられたと
伺っています。背景や理由について教
えてください。また、どのような人材

を育てたいとお考えですか。
千葉　長年、わが国は技術立国として
最先端の製品を生み出してきました
が、ICチップやパソコンはアメリカ
に世界標準の座を奪われ、テレビや携
帯電話は韓国にトップシェアのポジ
ションを明け渡しています。勝敗を決
したのが、「経営」の力です。経営学部
では、日本に今必要とされている、グ
ローバル化した競争社会で経営を実践
できる人材を育成します。海外であっ
ても、相手国の事情やユーザーの動向
を知り、製品づくりに反映させる。そ
して、国際的な法秩序やルールに基づ
き、ビジネスを行える人材です。
　経営学部には、国際的に活躍する人
材を育てる「グローバルビジネスマネ
ジメントコース」と、地域経済を担う
人材を育てる「リージョナルビジネス
マネジメントコース」の2コースを設
けます。また、2018年を目標に、経営
学修士（MBA）の学位を取得できる大
学院の設置もめざします。
長田　社会的ニーズに応える経営学部
の教育は、建学の精神「去華就実」（外
見の華美を追わず、内面の充実に努め
る、の意）に基づく人材育成に通じる
のではないでしょうか。
千葉　そのとおりです。経営学部で
は、実地有用の人材を育成するため
に、徹底した現場教育を行います。グ
ローバルビジネスマネジメントコース
では海外留学を、リージョナルビジネ
スマネジメントコースでは企業でのイ
ンターンシップを、2年次後期という
早い段階で実施します。さらに、豊富
な現場経験を持つ教員を配置し、授業
においても実践力を育成します。
　経営力では世界に差をつけられてい
る日本企業ですが、一方でその強さを

支えているのが“現場力”です。例え
ば、日本の自動車メーカーは、管理職
も現場に立ち、改善などの指示を直接
出していたことが、飛躍的な技術向上
と成長を遂げる要因になったと言われ
ています。経営学部では、このような
現場力を大切にし、現場で経営を実践
できるスキルとセンス、マインドを育
んでいきます。
長田　学部の魅力を受験生にどのよう
に伝えていきたいとお考えですか。
千葉　高校訪問などを通じて、経営の
重要性や将来性を伝えます。理論重視
の「経済」ではなく、実践重視の「経営」
に学びがいを見いだし、本学を選んで
ほしいと思います。

長田　2012年には岡山市初の幼保一
体施設「就実こども園」を開設されまし
た。子育て支援や初等教育における取
り組みについて教えてください。
千葉　就実こども園は、地域の幼児教
育・保育のニーズに一体的に応える子
育て支援施設です。制度上は幼稚園と

保育所に分かれていますが、幼稚園教
諭と保育士の両方の資格を持つ者が分
け隔てなく充実した教育・保育を行う
のが特徴です。
　重視しているのは、将来にわたって
人格形成の基盤を成す心の教育です。
さまざまな体験や体感を通じて、命を
大切にする心、他者を思いやる心と
いった人としての基礎を育んでいま
す。こうした教育を就学後も実施する
ために小学校の開設準備を進めていま
す。実現すれば、就実学園に子ども園
から大学院までの一貫教育体制が確立
します。
　人は、種から発芽して育ついわば一
本の植物。そのようなまなざしを持
ち、成長を継続して支援することが理
想です。一貫教育体制の確立により、
教育の理想と「去華就実」の理念をさら
に追求できるステージが整います。
　2014年は、学園創立110周年。この
節目を新たな「改造元年」とし、一貫教
育の実現など、さまざまな取り組みを
進めます。また、学園の存在意義や使
命をあらためて問い直し、次代を担う
人材の育成のために何をすべきかを考
え、行動していきます。


